
まえがき＝近年，中国市場を中心に鋼材消費量が伸長
し，添加合金コストの高騰リスクが高まりつつある。懸
架ばね用鋼は，小型軽量化や耐へたり性，耐久性の観点
からばね素材の強度を上げる必要がある。さらに，寒冷
地においては融雪材散布の影響で水素脆化や腐食疲労の
危険性が増大する懸念が加わる。したがって，高強度と
優れた環境脆化特性（主に腐食疲労特性）を兼備するた
めに合金元素が添加され，当社では最大せん断応力
（τmax）が1,200MPa級で使用できるUHS1900，τmaxが
1,300MPa級で使用できるUHS1970を展開してきた。し
かし，添加合金コストの高騰リスクを低減させるため，
合金元素を低減させた懸架ばね用鋼が必要となってき
た。そこで今回，UHS1900よりも合金元素添加量を低減
させて，τmaxが1,200MPaで使用できるACROS 19\0 れ

開 した。 では，優れた腐食疲労特性を した坪
⇔̶~Qㇴリ〒であれ �の特性を する▲
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からACROS1950の腐食疲労特性はUHS1900に比べて同
等以上であることがわかる。図10に腐食疲労試験後の
疲労破面を示す。ACROS1950はUHS1900に比べて粒内
破壊領域が約65％広い。さらに図11に示すように
ACROS1950はUHS1900に比べて発生水素量が少ない。
またCr量の低下はピット底のpHを上昇させることが報
告されており7），水素吸蔵量が少なくなると推定できる。
したがって，UHS1900に比べて低CrであるACROS1950
は腐食疲労特性が優れると示唆される。

3．2　ばね特性

　図12にUHS1900およびACROS1950のばね腐食疲労
試験結果を示す。この結果からHRC52.0にてUHS


